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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
 脂肪肝と体格指数の関連において、青年期からの体重増加や、BMIと体脂肪率が及ぼす影響を詳細
に検討した報告は過去に見られない。「20歳時からの 10kg以上の体重増加」や脂肪肝における BMI
と体脂肪率の交互作用について検討した。 
【対象】 
 2008年 2月から 2011年 3月に受診した 30歳以上の 3,139人(男性 1,871, 女性 1,268)の健康診断
データを使用した。研究期間に複数回受診した者については初回データを使用した。HCV抗体または
HBs抗原陽性者、およびデータに欠損のあった者は除外した (最終解析対象者 3,006 人：男性 1,793 ,
女性 1,213) 。 
【方法】 
 脂肪肝と身体計測値や生活習慣要因の関連について logistic regression modelにより、潜在的交
絡要因を調整し、およびオッズ比(OR)、95%信頼区間(95%CI)を男女別に算出した。また BMIと体脂肪
率を同時に含めたモデルでの計算により、BMIと体脂肪率の交互作用（Additive Interaction）を検
討した。 
【結果】 
 「20 歳時からの 10kg 以上の体重増加」は男女ともに脂肪肝と正の関連を示した(男性 adjusted 
OR=1.7, 95%CI:1.3-2.2; 女性 adjusted OR=2.0, 95%CI:1.4-3.0)。また脂肪肝における BMI と体脂
肪率の交互作用は女性には認めず(Synergy Index of 0.49 <1)、男性において有意な Additive 
Interaction(Synergy Index of 1.77>1)を認めた。 
【結論】 
 「20 歳時からの 10kg以上の体重増加」と脂肪肝の関連について初めて評価するとともに、BMIと
体脂肪率の交互作用が脂肪肝との関連において Additive Interaction を示すことを明らかにした初
めての報告である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 脂肪肝は、日本人において増加傾向にあり、その予防は公衆衛生上の重要な課題である。しかし
青年期からの体重増加の影響や、脂肪肝との関連における BMIと体脂肪率の交互作用を詳細に検討し
た報告は過去にない。 
 著者らは、2008年 2月から 2011年 3月に受診した 30歳以上の 3,139人(男性 1,871, 女性 1,268)
の健康診断データをもとに、脂肪肝と身体計測値や生活習慣要因の関連について横断研究を実施した 
(最終解析対象 3,006 人：男性 1,793 ,女性 1,213) 。 
解析には logistic regression model を用い、潜在的交絡要因を調整し、オッズ比(OR)および 95%信
頼区間(95%CI)を男女別に算出した。結果指標は「脂肪肝（あり/なし）」とし、主要検討項目は「20
歳時からの 10kg 以上の体重増加」や BMI と体脂肪率である。BMI と体脂肪率を同時に含めたモデル
により、Additive Interactionを検討した。 
 (1)「20歳時からの 10kg以上の体重増加」は男女ともに脂肪肝と正の関連を示した(男性 adjusted 
OR=1.7, 95%CI:1.3-2.2;女性 adjusted OR=2.0, 95%CI:1.4-3.0)。(2)脂肪肝における BMI と体脂肪
率の交互作用は女性には認めず(Synergy Index of 0.49 <1)、男性において有意な Additive 
Interaction(Synergy Index of 1.77>1)を認めた。 
 本研究は、横断研究という限界点があるものの、男女別に解析して安定した結果を得るために十分
な対象者を収集している。また先行研究を参考に考慮すべき多数の交絡要因の調整を行っており、疫
学理論の観点からも十分に考察されている。さらに「20歳時からの 10kg以上の体重増加」と脂肪肝
の関連について評価するとともに、BMI と体脂肪率の交互作用が脂肪肝との関連において Additive 
Interactionを示すことを明らかにした初めての報告である。 
 以上により、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
